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社 会 科 学 研 究 科 

（一般選抜・社会人特別選抜） 

１ 募 集 人 員 

夏期実施分 

（博士前期課程）  

専 攻 名 選抜試験名 募集人員 

公 共 政 策 学 専 攻 
一 般 選 抜

６名 
社会人特別選抜

福 祉 社 会 学 専 攻 
一 般 選 抜

６名 
社会人特別選抜

冬期実施分 

（博士前期課程）  

専 攻 名 選抜試験名 募集人員 

公 共 政 策 学 専 攻 
一 般 選 抜

若干名 
社会人特別選抜

福 祉 社 会 学 専 攻 
一 般 選 抜

若干名 
社会人特別選抜

（博士後期課程）

専 攻 名 選抜試験名 募集人員 

公 共 政 策 学 専 攻 
一 般 選 抜

２名 
社会人特別選抜

福 祉 社 会 学 専 攻 
一 般 選 抜

２名 
社会人特別選抜

２ 出 願 資 格 

博士前期課程 

〈一般選抜〉 

次のいずれかに該当する者とします。

(1) 大学を卒業した者、又は令和８年３月３１日までに卒業見込みの者

(2) 学校教育法第１０４条第７項の規定により独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授

与された者、又は令和８年３月３１日までに授与される見込みの者

(3) 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者、又は令和８年３月３１日までに修了見込みの者

(4) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに

限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が別に定める日以後に修了した者

(5) 文部科学大臣の指定した者

(6) 外国において学校教育における１５年の課程を修了し、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと

本学大学院において認めた者

(7) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で、２２歳に達した者、又は令和８年３月３１日までに２２歳に達する者

〈社会人特別選抜〉 

上記(1)～(7)のいずれかに該当し、かつ、令和８年４月１日現在、３年以上の社会経験を有する者、ある

いは１年以上の雇用の継続が見込まれる者、またはそれに準ずる者

  出願を希望する者は、あらかじめ研究科が行う事前面接を受け、出願の了解を得ることが必要です。 

（連絡先：事務局学務課入試係 電話 075-703-5144） 

博士後期課程 

〈一般選抜〉 

次のいずれかに該当する者とします。

(1) 修士の学位を授与された者、又は大学院修士課程を令和８年３月修了見込みの者

(2) 外国において修士の学位に相当する学位を授与された者

(3) 文部科学大臣の指定した者

(4) 外国において学校教育における１７年の課程を修了し、所定の単位を優秀な成績をもって修得したものと
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本学大学院において認めた者 

(5) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認め

た者で、２４歳に達した者、又は令和８年３月３１日までに２４歳に達する者

〈社会人特別選抜〉 
上記(1)～(5)のいずれかに該当し、かつ、令和８年４月１日現在、３年以上の社会経験を有する者、あるい

は１年以上の雇用の継続が見込まれる者、またはそれに準ずる者

出願を希望する者は、あらかじめ研究科が行う事前面接を受け、出願の了解を得ることが必要です。 

（連絡先：事務局学務課入試係 電話 075-703-5144） 

（注） 外国人留学生で入学を志望する者は、あらかじめ当該研究科の了承を得ることが必要です。  

詳細は、「2026年度外国人留学生入学案内（大学院）」を参照してください。 

３ 出願資格における個別の入学資格審査について 
 博士前期課程の出願資格(7)及び博士後期課程の出願資格(5)に該当する志願者は、出願の前に本学大学院に 

おいて入学資格認定のための個別の入学資格審査を行います。 

なお、審査の申請手続は次のとおりですが、申請には本学所定の用紙等が必要です。所定の用紙を本学ホー 

ムページに掲載していますのでダウンロードして使用してください。なお、郵送も可能ですので、学務課入試係

（電話 075-703-5144）にお問い合わせください。

(1) 申請書類

資格審査申請書、履歴書、研究計画書、活動自己申告書、最終学歴の学校長が発行する卒業・修了証明書

及び成績証明書 

(2) 申請方法

審査を受けようとする者は、申請書類を取りそろえて、下記により提出してください。

ア 申請期間

夏夏期期実実施施分分

令和７年５月２２日（木）～令和７年５月２９日（木）(受付は午前９時から午後５時まで。ただし、土曜

日・日曜日・祝日は除きます。） 

冬冬期期実実施施分分  

令和７年１０月２２日（水）～令和７年１０月２９日（水） (受付は午前９時から午後５時まで。ただし、

土曜日・日曜日・祝日は除きます。）  

イ 申請書類の提出先

京都府立大学事務局学務課入試係

(3) 審査方法等

審査は、提出書類による書類審査とします。なお、審査結果は出願開始期日までに申請者あて書面で通知し

ます。 

４ 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 
(1) 事前相談等

入学を志願する人で、身体等に障害(学校教育法施行令第２２条の３に定める程度、その他これに準じる

もの)があり、受験及び修学上特別の配慮を必要とする場合は、あらかじめ本学へ連絡し相談してください。 

(2) 相談の時期 夏期実施分 令和７年 ５月２２日（木）～令和７年 ５月２９日（木） 

 冬期実施分 令和７年１０月２２日（水）～令和７年１０月２９日（水） 

５ 願書受付期間 
夏期実施分  

(1) 令和７年７月１日（火）から７月８日（火）まで（ただし、土曜日・日曜日・祝日は除きます。）

(2) 受付時間は、午前９時から午後５時までとします。

(3) 郵送の場合は、７月８日（火）午後５時までに到着したものとします。

ただし、期間後到着した場合は、７月７日（月）以前の消印のある書留速達郵便に限り受け付けます。

冬期実施分 

(1) 令和８年１月５日（月）から１月１３日（火）まで（ただし、土曜日・日曜日・祝日は除きます。）

(2) 受付時間は、午前９時から午後５時までとします。

(3) 郵送の場合は、１月１３日（火）午後５時までに到着したものとします。

ただし、期間後到着した場合は、１月１２日（月）以前の消印のある書留速達郵便に限り受け付けます。
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６ 願書提出先 

〒６０６－８５２２ 京都市左京区下鴨半木町１―５ 京都府立大学事務局学務課入試係 

電 話  （０７５）７０３－５１４４（直通） 

７ 出 願 手 続 

入学志願者は次の書類を取りそろえ、願書受付期間内に到着するよう入試係に提出してください。 

必 要 書 類 注 意 事 項 等

(1) 入 学願書 等
（裏面の履歴も記入のこと） 

本学所定の用紙（受験票含む）に必要事項を記入のうえ、出願前３か月以内に撮

影した写真（単身、脱帽、上半身、正面向きのもの、横３㎝×縦４㎝）２枚を願

書の所定の位置に貼り付けてください。

(2)卒業（見込）証明書

［博士後期課程は、

修了（見込）証明書］ 
「２ 出願資格」を証明するもの

(3)成績証明書 出身大学長又は学部長が作成したもの 

(4)研究計画書 本学所定の用紙に必要事項を記入してください。 

(5)論 文（１本）

公共政策学専攻及び

福祉社会学専攻共通

博士前期課程 
公共政策学専攻（夏期・冬期実施分）及び福祉社会学専攻（夏期実施分）につ
いては、学力試験（筆記試験）の「総合（小論文）」を受験することにより、論
文（卒業論文を含む。）の提出に代えることができます。 

・一 般 選 抜 …  出願の際に論文（卒業論文を含む。）（写し）（日本語に
限る。）を２部提出してください。 

・社会人特別選抜 …  出願の際に論文（写し）（日本語に限る。）を２部提出し
てください。

＊論文は、12,000 字～20,000 字程度のもので、過去５年以内に原則単著として
執筆されたものとし、学術論文等の刊行物がある場合はそれに代えることが
できます。共著・分担執筆の著作については、本人の執筆担当箇所が明示さ
れているものに限ります。（＊提出された論文は返却しません。）

博士後期課程 
修士論文（写し）又はそれに代わるもの（日本語に限る。）を４部提出してくだ
さい。（＊提出された修士論文等は返却しません。）
＊原則単著として執筆された学術論文等の刊行物がある場合は、修士論文（写
し）に代えることができます。共著・分担執筆の著作については、本人の執
筆担当箇所が明示されているものに限ります。

(6)入 学考査 料

３０，０００円 
(1) 本学所定の「入学考査料振込依頼書」により、銀行または信用金庫等の金融

機関から振り込んでください。(Ａ票への金融機関押印により入金を確認し
ます。)
① 京都銀行から振り込む場合、手数料無料
② その他の金融機関から振り込む場合、所定の手数料が必要

ただし、ゆうちょ銀行(郵便局)からの振り込みはできません。
(2) 金融機関から振り込めない場合は、ゆうちょ銀行（郵便局）の普通為替証書

を同封してください。（普通為替証書発行には料金５５０円が必要）
普通為替証書の受取人欄等については、記入しないでください。

＊博士後期課程を受験する者のうち、令和８年３月本学大学院公共政策学研究

科博士前期課程修了見込みの者については不要です。

(7)返 信用封 筒

（受験票送付用）

本学所定の封筒に郵便番号、住所、氏名を記載し、郵便切手（＊４６０円）を

貼ってください。

＊定形郵便物(50g まで)料金に簡易書留料金を加えた料金 
料金が改定された場合は、改定後の料金で準備してください。

(8)連絡用宛名シール 本学所定の用紙に記入してください。

○ 注 意 事 項
① 入学願書等の請求、提出、照会はすべて入試係あてとし、郵便で入学願書等を請求するときは、請求

用の封筒には「大学院入学願書請求」と朱書して、返信用に、あて先を明記し、郵便切手（※３２０円）

を貼った封筒角形２号（３３.２㎝×２４.０㎝）を同封してください。また、入学願書等の提出は、所定
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の封筒を使用し、郵送される場合は必ず「書留速達」郵便としてください。 

※定形外郵便物（２５０gまで)料金。料金が改定された場合は、改定後の料金で準備してください。

② 入学願書受付後は、願書記載事項の変更は認めません。また、提出書類及び入学考査料はお返ししません。

ただし、入学考査料を誤って二重に払い込んだ場合及び入学考査料を払い込んだが出願書類を提出しなか

った場合（出願が不備等により受理されなかった場合を含む）は、30,000円をお返ししますので、本学学

務課入試係にお問い合わせください。

８ 入学者選考方法  

本学研究科が指定する選抜方法の科目（小論文、面接を含む）を１科目でも受験していない場合、失格となり  

ます。 

夏期実施分（公共政策学専攻及び福祉社会学専攻共通）  

博士前期課程 

選考は、論文(卒業論文を含む。)の評価、学力試験（筆記試験）、口述試験及び出身大学の成績証明書を 

総合して行います。 

〈一般選抜〉 

(1) 学力試験（筆記試験）は、専門科目及び英語について行います。英語については、英和辞典（電子辞書

を除く。）１冊を持ち込むことができます。

(2) 口述試験は、研究計画書、専門科目試験の「基礎」及び論文（卒業論文を含む。）または「総合（小論

文）」の内容等について行います。

 専門科目の内容は、次のとおりです。 

基  礎※１ 
法律学・政治学・経済学・社会福祉学・社会学・教育学・心理学の 

７分野から１分野を選択 

総合（小論文）※２ ２題中１題を選択 

※１ 出願の際に選択する分野をあらかじめ申し出てください。

※２ 「総合（小論文）」を受験することにより、論文（卒業論文を含む。）の提出に代えることができ

ます。   

〈社会人特別選抜〉 

(1) 学力試験（筆記試験）は、論文を提出しない場合、専門科目について行います。

(2) 口述試験は、研究計画書、論文または専門科目試験の「総合（小論文）」の内容等について行います。

専門科目の内容は、次のとおりです。 

総合（小論文）※ ２題中１題を選択 

※ 「総合（小論文）」を受験することにより、論文の提出に代えることができます。

冬期実施分 

博士前期課程 

○公共政策学専攻

選考は、論文(卒業論文を含む。)の評価、学力試験（筆記試験）、口述試験及び出身大学の成績証明書を

総合して行います。 

〈一般選抜〉 

(1) 学力試験（筆記試験）は、専門科目及び英語について行います。英語については、英和辞典（電子辞書

を除く。）１冊を持ち込むことができます。

(2) 口述試験は、研究計画書、専門科目試験の「基礎」及び論文（卒業論文を含む。）または「総合（小論

文）」の内容等について行います。

 専門科目の内容は、次のとおりです。 

基  礎※１ 
法律学・政治学・経済学・社会福祉学・社会学・教育学・心理学の 

７分野から１分野を選択 

総合（小論文）※２ ２題中１題を選択 

※１ 出願の際に選択する分野をあらかじめ申し出てください。

※２ 「総合（小論文）」を受験することにより、論文（卒業論文を含む。）の提出に代えることができ

ます。   
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〈社会人特別選抜〉 

(1) 学力試験（筆記試験）は、論文を提出しない場合、専門科目について行います。

(2) 口述試験は、研究計画書、論文または専門科目試験の「総合（小論文）」の内容等について行います。

専門科目の内容は、次のとおりです。 

総合（小論文）※ ２題中１題を選択 

※ 「総合（小論文）」を受験することにより、論文の提出に代えることができます。

○福祉社会学専攻

〈一般選抜〉

(1) 選考は、論文（卒業論文を含む。）の評価、学力試験（筆記試験）及び口述試験の結果と出身大学の

成績証明書を総合して行います。

(2) 学力試験（筆記試験）は、専門科目及び英語について行います。英語については、英和辞典（電子辞

書を除く。）１冊を持ち込むことができます。

(3) 口述試験は、研究計画書、専門科目試験の「基礎」及び論文（卒業論文を含む。）の内容等について

行います。

 専門科目の内容は、次のとおりです。 

基  礎※１ 
法律学・政治学・経済学・社会福祉学・社会学・教育学・心理学の 

７分野から１分野を選択 

※１ 出願の際に選択する分野をあらかじめ申し出てください。

〈社会人特別選抜〉 

(1) 選考は、論文の評価及び口述試験の結果と出身大学等の成績証明書を総合して行います。

(2) 口述試験は、研究計画書及び論文の内容等について行います。

博士後期課程（公共政策学専攻及び福祉社会学専攻共通） 

〈一般選抜〉 

(1) 選考は、修士論文等の評価、学力試験（筆記試験）及び口述試験の結果と研究計画書を総合して行います。

(2) 学力試験（筆記試験）は、英語について行います。英和辞典（電子辞書を除く。）１冊を持ち込むこ

とができます。ただし、公共政策学研究科の博士前期課程に一般選抜で入学し、課程を修了した者、

又は修了見込みの者には、学力試験を課しません。

(3) 口述試験は、志願者が希望する学問分野における専門的知識、提出論文の内容等に関して行います。

〈社会人特別選抜〉 

(1) 選考は、修士論文等の評価、学力試験（筆記試験）及び口述試験の結果と研究計画書を総合して行います。

(2) 学力試験（筆記試験）は、総合（小論文）について行います。

(3) 口述試験は、志願者が希望する学問分野における専門的知識、提出論文の内容等に関して行います。

９ 学力試験等の日時及び試験場
(1) 日  時 

  夏期実施分 

博士前期課程 

月  日 専  攻 区  分 科  目 時 間 

令和７年８月６日（水） 
公共政策学専攻

及び   
福祉社会学専攻

一 般 選 抜 

総合（小論文） 

基   礎 

英   語 

口 述 試 験 

9時00分～10時30分 

11時00分～12時00分

13時00分～14時30分

15時00分～ 

社会人特別選抜 
総合（小論文） 

口 述 試 験 

9時00分～10時30分
13時00分～ 
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冬期実施分 

博士前期課程 

月  日 専  攻 区  分 科  目 時 間 

令和８年２月７日（土） 

公共政策学専攻

一 般 選 抜 

総合（小論文） 

基 礎 

英 語 

口 述 試 験 

9時00分～10時30分 

11時00分～12時00分

13時00分～14時30分

15時00分～ 

社会人特別選抜 
総合（小論文） 

口 述 試 験 

9時00分～10時30分 
13時00分～ 

福祉社会学専攻
一 般 選 抜 

基 礎 

英 語 

口 述 試 験 

11時00分～12時00分 

13時00分～14時30分 

15時00分～ 

社会人特別選抜 口 述 試 験 13時00分～ 

博士後期課程 

月  日 専  攻 区  分 科  目 時 間 

令和８年２月１０日（火）

公共政策学専攻

一 般 選 抜
英 語 

口 述 試 験 

10時00分～11時30分 

13時00分～  

社会人特別選抜
総合（小論文） 

口 述 試 験 

10時00分～11時30分 

13時00分～ 

福祉社会学専攻

一 般 選 抜 
英 語 

口 述 試 験 

10時00分～11時30分 

13時00分～ 

社会人特別選抜 
総合（小論文） 

口 述 試 験 

10時00分～11時30分 

13時00分～ 

(2) 試験場 京都府立大学 

(3) 学力試験等受験についての注意事項

ア 試験当日は、指示された時間の３０分前までに試験場に集合してください。

イ 試験時間中に机上に置けるものは、「受験票」「黒の鉛筆又はシャープペンシル（筆記機能のみ）」

「鉛筆削り（電動式を除く）」「消しゴム」「鉛筆キャップ」「時計（辞書、電卓、端末等の機能の

あるものや、それらの機能の有無が判別しづらいもの・秒針音のするもの・大型のものは不可）」

「眼鏡」「ハンカチ」「ティッシュペーパー（袋又は箱から取り出したもの）」「目薬」です。健康

上その他やむを得ない理由により、上記以外のものを使用したい場合は、監督者の指示に従ってくだ

さい。

ウ 志願者に対し宿泊施設の斡旋等は行っていません。

10 合格発表 
夏期実施分 

博士前期課程 

令和７年８月１８日（月）正午に合格者の受験番号を本学ホームページ(https://www.kpu.ac.jp/)に掲載します。 

   冬期実施分 

博士前期課程 

令和８年２月１６日（月）正午に合格者の受験番号を本学ホームページ(https://www.kpu.ac.jp/)に掲載します。 

博士後期課程 

令和８年２月１９日（木）正午に合格者の受験番号を本学ホームページ(https://www.kpu.ac.jp/)に掲載します。 

また、合格者には、後日、合格通知書を郵送します。 

なお、電話その他による問い合わせには応じられません。 

11 入学資格の確認 
合格後、入学資格を確認するために、卒業又は修了後、速やかに卒業証明書又は修了証明書を提出していた

だく必要があります。
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なお、既卒者については、提出は不要です。

また、本学卒業見込者又は本学大学院博士前期課程修了見込者についても、その情報を本学で確認しますので、

提出は不要です。
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社 会 科 学 研 究 科 

（地方自治体等推薦入学） 

１ 募 集 人 員 

冬期実施分 

専 攻 名 課 程 募集人員 

公 共 政 策 学 専 攻 
福 祉 社 会 学 専 攻 

博士前期課程 若干名 

２ 出 願 資 格 

  下記(1)～(3)のいずれかに該当し、かつ、大学が指定する地方自治体等に在籍する者で所属の長の推薦を受

けた者とします。 

(1) 大学を卒業した者

(2) 学士の学位を授与された者

(3) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

３ 出願期間 
(1) 令和８年１月２９日（木）から１月３０日（金）まで

(2) 受付時間は午前９時から午後５時までとします。

(3) 郵送の場合は１月３０日（金）午後５時までに到着したものとします。

ただし、期間後到着した場合は、１月２９日（木）以前の消印のある書留速達郵便に限り受け付けます。 

４ 願書提出先 

〒６０６－８５２２ 京都市左京区下鴨半木町１―５ 京都府立大学事務局学務課入試係 

電 話  （０７５）７０３－５１４４（直通） 

５ 出 願 手 続 

入学志願者は次の書類を取りそろえ、願書受付期間内に到着するよう入試係に提出してください。 

必 要 書 類 注 意 事 項 等 

(1) 入 学願書 等
（裏面の履歴も記入のこと）

本学所定の用紙（受験票含む）に必要事項を記入のうえ、出願前３か月以内に撮

影した写真（単身、脱帽、上半身、正面向きのもの、横３㎝×縦４㎝）２枚を願

書の所定の位置に貼り付けてください。 

(2)卒 業証明 書

「２ 出願資格」を証明するもの 

「２ 出願資格」の(3)に該当する者は、本学所定の大学院入学資格認定申請書及

び活動自己申告書を併せて提出してください。 

(3)成 績証明 書 出身大学長又は学部長が作成したもの 

(4)推 薦 書 在籍する所属の長が作成したもの 

(5)研 究計画 書 研究計画書(2,000字程度)を１部提出してください。 

(6)入 学考査 料

３０，０００円
(1) 本学所定の「入学考査料振込依頼書」により、銀行または信用金庫等の金融

機関から振り込んでください。(Ａ票への金融機関押印により入金を確認し
ます。)

① 京都銀行から振り込む場合、手数料無料
② その他の金融機関から振り込む場合、所定の手数料が必要

ただし、ゆうちょ銀行からの振り込みはできません。
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(2) 金融機関から振り込めない場合は、ゆうちょ銀行の普通為替証書を同封し
てください。（普通為替証書発行には料金５５０円が必要です。）
普通為替証書の受取人欄等については、記入しないでください。

(7)返 信用封 筒

（受験票送付用）

本学所定の封筒に郵便番号、住所、氏名を記載し、郵便切手（*４６０円）を貼

ってください。 

＊定形郵便物(50g まで)料金に簡易書留料金を加えた料金 

料金が改定された場合は、改定後の料金で準備してください。 

(8)連絡用宛名シール 本学所定の用紙に記入してください。 

○ 注 意 事 項
① 入学願書等の提出は所定の封筒を使用し、郵送される場合は必ず「書留速達」郵便としてください。

② 入学願書受付後は、願書記載事項の変更は認めません。また、提出書類及び入学考査料はお返ししません。

ただし、入学考査料を誤って二重に払い込んだ場合及び入学考査料を払い込んだが出願書類を提出しなか

った場合（出願が不備等により受理されなかった場合を含む）は、30,000円をお返ししますので、本学学

務課入試係にお問い合わせください。

６ 入学者選考方法 

書類審査及び面接試験により行います。 

７ 試験日及び試験場 

(1) 試験日
令和８年２月１０日（火）（試験時間は、受験票交付の際に指示します。）

(2) 試験場

京都府立大学

(3) 学力試験等受験についての注意事項
ア 試験当日は、指示された時間の３０分前までに試験場に集合してください。

イ 志願者に対し宿泊施設の斡旋等は行っていません。

８ 合格発表 
合格者には令和８年２月１９日（木）正午に合格者の受験番号を本学ホームページ(https://www.kpu.ac.jp

/)に掲載します。 

また、合格者には、後日、合格通知等を郵送します。 

なお、電話その他による問い合わせには応じられません。 

― 27 ―



 - 28 -

社 会 科 学 研 究 科 概 要  

【公共政策学専攻】 博士前期課程・博士後期課程 

１ 目的と教育課程 

   公共政策学専攻の目的は、福祉社会を創造するため、自治体や住民が進める地域づく

りに、政策立案や地域社会での合意形成、事業の管理運営などの面で寄与しうる研究者

や高度な専門的能力を有する職業人を養成することである。そのために、指導する教員

は、法学、経済学、政治学といった幅広い専門分野から構成されており、前期課程・後

期課程においてそれぞれ以下のような教育課程を編成している（令和７年度）。 

博士前期課程の教育課程 

特講等 

公共政策論特講Ⅰ・Ⅱ  
福祉社会論研究  
地域社会論特講Ⅰ・Ⅱ  
政策形成論特講  
計量政治学特講Ⅰ・Ⅱ  
民法特講Ⅰ・Ⅱ  
行政法特講Ⅰ・Ⅱ  
環境政策論特講Ⅰ・Ⅱ  
マクロ経済学特講Ⅰ・Ⅱ  
地域金融論特講Ⅰ・Ⅱ  

公共政策論研究  
福祉社会論特講Ⅰ・Ⅱ  
政治学特講Ⅰ・Ⅱ  
政策評価論特講  
労働法特講Ⅰ・Ⅱ  
英米法特講Ⅰ・Ⅱ  
地方財政論特講Ⅰ・Ⅱ  
公共経済学特講  
農業・農村政策論特講Ⅰ・Ⅱ  
医療経済政策論特講Ⅰ・Ⅱ  

演 習・ 
研究指導 

公共政策論演習 
地域社会論演習Ⅰ・Ⅱ 
政策評価論演習 
労働法演習 
行政法演習 
環境政策論演習 
地域金融論演習 
福祉社会論演習  

政治学演習 
政策過程論演習  
民法演習 
地方財政論演習  
農業経済論演習  
医療経済政策論演習 
研究指導 

博士後期課程の教育課程 

公共政策学特殊研究演習Ⅰ（公共政策）  
公共政策学特殊研究演習Ⅲ（労働法）    

公共政策学特殊研究演習Ⅴ（地域社会）   

公共政策学特殊研究演習Ⅶ（行政法）   

公共政策学特殊研究演習Ⅸ（政策評価）   

公共政策学特殊研究演習Ⅺ（農業・農村政策）

公共政策学特殊研究演習 XⅢ（政策過程）  
公共政策学研究指導 

公共政策学特殊研究演習Ⅱ（福祉社会）  
公共政策学特殊研究演習Ⅳ（民 法）  
公共政策学特殊研究演習Ⅵ（地方財政）  
公共政策学特殊研究演習Ⅷ（政治学）  
公共政策学特殊研究演習 X（環境政策）  
公共政策学特殊研究演習Ⅻ（地域金融）  
公共政策学特殊研究演習 XⅣ（医療政策）  
 

 
２ 修了要件と履修方法 

   前期課程では、２年以上（４年以内）在学して、必修科目（公共政策論特講Ⅰ２単位、

演習４単位、研究指導４単位）計１０単位を含む３０単位以上を修得した上で、修士論

文の審査・試験に合格すること。なお、福祉社会学専攻の科目で修得した１２単位まで

をこれに含めることができる。学位・称号は修士（公共政策学）とする。 
   後期課程では、３年以上（６年以内）在学して、公共政策学研究指導４単位、研究指

導を受けようとする教員が担当する公共政策学特殊研究演習４単位の計８単位を修得

した上で、博士論文の審査・試験に合格すること。学位・称号は博士（公共政策学）と

する。 
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【福祉社会学専攻】博士前期課程・博士後期課程 

１ 目的と教育課程 

福祉社会学専攻の目的は、福祉社会における人間発達の可能性と筋道を研究し、地域

福祉や個別援助に関する福祉課題の解決能力を有して福祉コミュニティの形成を担い、

また、地域・学校・職場などにおいて福祉教育をコーディネートできる、高度な専門的

能力を有する研究者や高度な職業人を養成することである。そのために、指導する教員

は社会福祉学・社会学・心理学・教育学といった幅広い専門分野から構成されており、

前期課程・後期課程においてそれぞれ以下のような教育課程を編成している（令和７年

度）。

博士前期課程の教育課程 

特講等

福祉社会論特講

社会福祉方法論特講Ⅰ・Ⅱ

精神保健福祉論特講Ⅰ・Ⅱ

環境社会学特講Ⅰ・Ⅱ

社会心理学特講Ⅰ・Ⅱ

発達教育学特講Ⅰ・Ⅱ

社会教育学特講Ⅰ・Ⅱ

社会保障論特講Ⅰ・Ⅱ

福祉社会論研究

社会福祉政策論特講

社会病理学特講Ⅰ・Ⅱ

社会集団論特講

認知心理学特講Ⅰ・Ⅱ

教育福祉論特講Ⅰ・Ⅱ

障害学特講Ⅰ・Ⅱ

演 習・

研究指導

社会福祉方法論演習

社会病理学演習Ⅰ・Ⅱ

社会心理学演習Ⅰ・Ⅱ

教育福祉論演習Ⅰ・Ⅱ

発達教育学演習Ⅰ・Ⅱ

障害学演習Ⅰ・Ⅱ

研究指導

社会福祉政策論演習

環境社会学演習Ⅰ・Ⅱ

社会教育学演習Ⅰ・Ⅱ

精神保健福祉論演習Ⅰ・Ⅱ

認知心理学演習Ⅰ・Ⅱ

社会保障論演習Ⅰ・Ⅱ

博士後期課程の教育課程 

福祉社会学特殊研究演習Ⅰ（比較社会福祉）

福祉社会学特殊研究演習Ⅲ（社会福祉政策）

福祉社会学特殊研究演習Ⅴ（生涯発達・学習）

福祉社会学特殊研究演習Ⅶ（環境社会学）  

福祉社会学特殊研究演習Ⅸ（発達教育学）  

福祉社会学特殊研究演習Ⅺ（障害学） 

福祉社会学研究指導

福祉社会学特殊研究演習Ⅱ（社会福祉方法）

福祉社会学特殊研究演習Ⅳ（社会病理学）

福祉社会学特殊研究演習Ⅵ（教育福祉専門職）

福祉社会学特殊研究演習Ⅷ（精神保健福祉）

福祉社会学特殊研究演習Ⅹ（認知心理学）

福祉社会学特殊研究演習Ⅻ（社会保障論） 

２ 修了要件と履修方法 

前期課程では、２年以上（４年以内）在学して、必修科目（福祉社会論特講２単位、

演習４単位、研究指導４単位）計１０単位を含む３０単位以上を修得した上で、修士論

文の審査・試験に合格すること。なお、公共政策学専攻の科目で修得した１２単位まで

をこれに含めることができる。学位・称号は、修士（福祉社会学）とする。

後期課程では、３年以上（６年以内）在学して、福祉社会学研究指導４単位、研究指

導を受けようとする教員が担当する福祉社会学特殊研究演習４単位の計８単位を修得

した上で、博士論文の審査・試験に合格すること。学位・称号は、博士（福祉社会学）

とする。
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出出 願願 書書 類類 関関 係係  
 
 
 
 出願必要書類一覧  
 
 研究計画書（社会科学研究科用） 
 
 学業専念承諾書（博士前期課程の社会人受験志願者用） 

※文学研究科・生命環境科学研究科のみ 
学業承諾書（生命環境科学研究科用） 

※博士前期・後期課程の勤務内定者のみ 
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出願必要書類一覧

（夏期） （冬期） （推薦） （夏期） （冬期）

入学願書
生年月日欄は西暦表記で記入すること。
写真２枚を貼付のこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

入学考査料

３０，０００円
　本学所定の「入学考査料振込依頼書」によ
り、銀行または信用金庫等の金融機関から振
り込むこと。［ゆうちょ銀行（郵便局）からの振
込不可］
  本学博士前期修了予定で博士後期出願者
（内部進学者）は不要

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業（見込）証明書
及び

成績証明書
出身大学または専修学校のもの ○ ○ ○ × ○ ○ ×

修了（見込）証明書
及び

成績証明書
出身大学院のもの × × × ○ × × ○

論　　　　文

日本語に限る。

(注１)博士前期課程の公共政策学専攻
（夏期・冬期）、福祉社会学専攻（夏期）の
志願者については、学力試験「総合(小論
文)」を受験することにより省略可
(注２)本学大学院公共政策学研究科博
士前期課程修了見込者は、１部

○
２部

（注１）

○
２部

（注１）

×
○
４部

（注２）

○
２部

（注１）

○
２部

○
４部

（注２）

研究計画書
社会科学研究科の志願者
＊本学所定の用紙に記入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

入試関係
返信用封筒

郵便番号・住所・氏名を明記し、
切手４６０円※分貼付すること。
＊本学指定のものを使用

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

連絡用宛名シール
郵便番号・住所・氏名を明記すること。
＊本学指定のものを使用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

推薦書
社会人の志願者のみ
＊在籍する所属の長の推薦書 × × ○ × × × ×

※定形郵便物(50gまで)料金に簡易書留料金を加えた料金。料金が改定された場合は、改定後の料金で、準備してください。

博士前期 博士
後期

博士前期 博士
後期

必要書類 注意事項

社会科学研究科

公共政策学専攻 福祉社会学専攻
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（（社社会会科科学学研研究究科科用用））             

（表） 
研 究 計 画 書 

 
フリガナ  男

女
生年月日  

氏  名  

 

本研究科を志望する理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究テーマ 
 
 

研究目的 
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（裏） 
 
 

フリガナ  

氏  名  

 

本人のこれまでの研究経過 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

研究計画・方法 
 
 
 
 
 
 
 

※「研究計画・方法」について､紙面が足りない場合は、別紙を添付し､続けて記入してください。 
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